
ふちんかん

いつの間にかアラかんと呼ばれる年代になったが、この年になって生活をガラリと

変えることにした。この連載ではその変容を書き記してみたいと思う。

第７回 どんどん家電

前回はインフラについてのあれこれを記載した。今回は新居作りの中でも生活必需品

である家電を中心に記してみる。

方針

電化製品というものは、あれば嬉しいが無くても困らないというものも多い。当初は

最低限のものを揃えて、生活して必要なものは後から揃えることにした。

当初からある設備

各部屋の照明、トイレの温水便座、居室のエアコン、台所の立派なガスコンロ、これ

らを揃える費用が不要というのはラッキーである。

しかし生活を始めて見ると、トイレの温水便座は壊れていることが判明した。ナシでも

良いかと思ったが、後にホームセンターで Panasonic 製品が投げ売りされているのを見
つけて購入。取り付け・旧製品引き取りも含め、３万もしなかったので、今後のＱＯＬ

を考えると良い買い物をしたと思う。

浴室の給湯は旧タイプで不便、追い焚きもできない。これはどうしようもない。まぁ

一人だし。どうせカラスの行水なのでたいした機能は要らない。

照明は、ザ・昭和という感じの和風で大型のものがついていた。これは次回の話とな

るが順次取り替えていくことになる。

居室のエアコンは大型で年式も新しい。コレはそのまま便利に使わせてもらう。別室

７畳間のエアコンは古い。動作はするものの長居する部屋でもないので問題ないだろう。

台所のガスコンロも新しい。グリルを含めると４口もある。いまだ同時に全て使った

ことはない。



新規に購入したもの

まずは冷蔵庫と洗濯機について。当初は年式の新しい中古でも

良いかと思ってネットを漁ったりしたが、送料がバカにならない。

その後、リアル店舗のセカンドストーリーで、大きめの冷蔵庫が

１.７万円、新しい洗濯機が１.６万円とお買い得っぽいものも
見つけたが、これも配送料が２つで１.３万円かかり、計４.６万
円となる。これなら送料無料のネット通販とあまり変わらない。

ネット通販はヨドバシドットコムが最強である。配送無料だけ

でなく、屋内階段ありでも無料、設置も無料である。アイリスオー

ヤマ製の新品の冷蔵庫が３.３万円、同・新品の洗濯機が３.０万
円、１０％ポイントバックを考慮すると、実質５.７万円となる。
しかもサブスクで入っているヤマダ電機のあんしん長期保証も使え

るというのも地味ながらポイントとなる。ヤマダの長期保証は他社

購入製品でも指定メーカー（今回はアイリスオーヤマ）なら保証

対象となるためだ。セカンドストーリーと１万円ちょっとの差で、

新品と長期保証が手に入るかと思えばこちらの方が安い。

…まぁヤマダの保証は２０２４年から改悪されて今は使えなくなってしまったのだけど。

次に購入したのは電子レンジ、これはおそらく利用頻度が高そう

なので、中でターンテーブルが回転しないちょっと良いものを。

これもアイリスオーヤマ製だ。量販店のアウトレットで購入。

もう一つ、コンベクションオーブン（温風トースター）も購入。

これは無くても良いものなのだろうが、欲しかったのだ。Amazon
で購入。これまたアイリス製だ。アイリスオーヤマは、海外で

製造した安い家電に日本のブランドと保証をつけて売るという

戦略のようだ。私のように高いものは買えないけども、それな

りに保証は欲しいというニーズに応えてくれる。

あとは生活をしていく中で、掃除機も欲しくなった。それまで取り替え

シート式のモップとコロコロで掃除していたのだが、どうも毎回シートを

買えるのも面倒だし不経済のように思い、これも Amazonで購入。

中古で購入したもの

はじめテレビなしの生活を送っていた。情報はネットで問題な

いのだが、大河ドラマは見たい。そのためＰＣに接続するアンテ

ナをつけたのだが、不安定極まりない。そこで仕方なく中古の

ＴＶをネットフリマで購入。解約していたＮＨＫと再契約した。

次回は「自動化」について書きますょ


